
『史学雑誌』第 124 編 第 1 号 「新刊紹介」149-150 頁            2015 年 1 月 20 日発行 

 

公益財団法人史学会 編集・発行 

©Shigakukai, Tokyo, 2015. 

黒
川
正
剛
著
 

『
魔
女
狩
り
 

�
�
西
欧
の
三
つ
の
近
代
化

�
�
』
 

 
 
（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
 

571）
 

 

講
談
社
 
 
 
二
〇
一
四
・
三
刊
 

四
六
 
二
七
二
頁
 
一
七
〇
〇
円
 

  
西
欧
の
魔
女
迫
害
は
、
中
世
で
は
な
く
近
代
の
黎
明
期
に
そ
の
全
盛
を
迎

え
た
。本

書
は「

視
覚
を
中
心
と
す
る
感
覚
の
近
代
化
」「
自
然
認
識
の
変
容
」

「
他
者
・
社
会
的
周
縁
者
の
排
除
」
と
い
う
三
つ
の
近
代
化
を
分
析
視
角
と

し
て
、
魔
女
狩
り
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
の
誕
生
と
の
連
関
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
す
る
意
欲
作
で
あ
る
。
氏
の
研
究
は
魔
女
狩
り
そ
の
も
の
に
対
象
を
限

定
し
た
歴
史
研
究
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
知
識
人
た
ち
の
魔
女
を
め
ぐ

る
言
説
分
析
を
軸
と
し
つ
つ
、
大
き
な
枠
組
み
で
の
人
間
文
化
を
と
ら
え
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
人
類
学
や
文
化
論
の
領
域
と
重
な
る
。
 

 
三
つ
の
視
角
の
う
ち
、
他
者
性
の
問
題
は
著
者
の
博
士
論
文
『
魔
女
と
メ

ラ
ン
コ
リ
ー
』
（
二
〇
一
二
年
、
新
評
論
）
に
詳
し
い
の
で
そ
ち
ら
も
参
照
さ
れ

た
い
が
、
と
り
わ
け
本
書
で
核
と
な
る
の
は
「
視
覚
」
で
あ
り
、
自
然
認
識

も
こ
れ
と
深
く
連
動
す
る
。
著
者
は
、
第
一
章
、
第
二
章
で
異
端
の
集
会
や

悪
魔
崇
拝
、
乱
交
と
い
っ
た
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
想
像
上
・
幻
想
上
の
事
柄

を
真
実
か
つ
現
実
的
な
事
柄
と
し
て
描
写
・
知
覚
す
る
「
視
覚
的
・
認
識
論

的
錯
誤
」
に
よ
っ
て
成
立
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、
自

然
も
ま
た
動
植
物
や
気
候
と
い
っ
た
今
日
的
意
味
の
み
な
ら
ず
、
神
に
よ
っ

て
創
造
さ
れ
た
永
久
不
変
に
し
て
不
可
侵
の
も
の
と
い
う
宗
教
性
を
付
与
さ

れ
て
い
た
。
 

 
第
三
章
で
は
魔
女
狩
り
が
猛
威
を
振
る
っ
た
バ
ロ
ッ
ク
の
時
代
と
さ
れ
る

十
六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
。
真
実
よ
り
も
見
た
目

の
「
真
実
ら
し
さ
」
を
重
視
し
、
現
実
と
幻
想
が
混
在
す
る
表
象
不
可
能
な

も
の
を
表
象
し
よ
う
と
す
る
「
視
覚
的
リ
ア
リ
ズ
ム
」
を
バ
ロ
ッ
ク
の
特
徴

と
す
る
視
覚
文
化
論
と
、
魔
女
迫
害
が
リ
ン
ク
す
る
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
・

バ
ス
ク
地
方
の
魔
女
裁
判
の
事
例
で
は
、
裁
判
官
の
意
識
に
深
く
根
を
下
ろ

し
た
「
視
覚
的
・
認
識
論
的
錯
誤
」
と
、
近
世
フ
ラ
ン
ス
王
国
の
絶
対
主
義

伸
長
に
お
け
る
排
除
と
統
合
の
働
き
と
が
相
互
連
関
的
に
検
討
さ
れ
る
。
魔

女
と
国
家
形
成
と
の
関
わ
り
は
歴
史
的
魔
女
研
究
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
バ
ロ
ッ
ク
と
い
う
時
代
相
か
ら
読
み
解
く
と
こ
ろ
に
本
書
の
独
自
性

を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 

 
第
四
章
で
は
「
デ
カ
ル
ト
的
遠
近
法
主
義
」
の
成
立
を
、
デ
カ
ル
ト
、
ト

マ
ジ
ウ
ス
、
ベ
ッ
カ
ー
ら
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
分
析
す
る
。
世
界
を
外
側
か
ら

合
理
的
・
客
観
的
に
視
る
主
体
性
を
与
え
ら
れ
た
「
視
の
特
権
化
」
に
よ
り

成
立
し
た
デ
カ
ル
ト
＝
ベ
イ
コ
ン
的
近
代
世
界
で
は
、
魔
女
の
存
在
す
る
余

地
は
残
ら
ず
、
自
然
も
ま
た
そ
の
宗
教
性
を
失
い
、
客
観
的
観
察
と
探
究
に

よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

「
視
の
制
度
」
の
変
化
が
、
魔
女
裁
判
の
終
結
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
仮
説

を
提
示
す
る
。
 

 
本
書
は
新
書
の
体
裁
で
は
あ
る
が
魔
女
狩
り
の
概
説
で
は
な
い
。
視
覚
文

化
論
を
歴
史
的
次
元
か
ら
と
ら
え
、
同
時
代
の
知
を
再
構
成
し
た
労
作
で
あ

る
。
そ
れ
だ
け
に
、
本
書
に
注
が
一
切
な
い
の
は
出
版
事
情
と
は
い
え
惜
し
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ま
れ
る
。「

お
わ
り
に
」
で
示
さ
れ
た
「
現
実
」「
真
実
」
と
い
う
言
葉
の
 

語
用
論
的
フ
ィ
ロ
ロ
ジ
ー
、
視
覚
以
外
の
感
覚
と
近
代
化
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
 

と
魔
女
の
関
係
な
ど
、
今
後
の
著
者
の
研
究
の
行
方
に
注
目
し
た
い
。
魔
 

女
研
究
が
は
ら
む
可
能
性
を
豊
か
に
示
し
て
く
れ
る
一
冊
で
あ
る
。
 

（
小
林
繁
子
）
 

 


